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名古屋城天守閣整備事業にかかる「新たな工程」の素案 

※ 現時点において不確定な要素については点線で表示

＜基本的な方針＞ ◎ 天守閣木造復元が実現可能な手順、工程とする 

◎ 石垣等遺構の調査・保全については、全力を挙げて取り組む 

◎ 現天守閣解体と天守閣木造復元を一体として現状変更許可を取得する 

○ 復元工事の期間については基本的に変更しない 

○ 工程の見直しについては今年度中に全体整備検討会議に諮り、その後石垣部会、天

守閣部会に諮った後、再度全体整備検討会議に諮り確定する 

年度 2019（R1） 2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 
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実施設計 実施修正設計
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基本構想の精査・補強
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